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 Hepatocellular carcinoma displays distinct DNA methylation signatures with 
potential as clinical predictors. 
肝細胞癌は異なった DNA メチル化シグナル（臨床的予測因子の可能性がある）を示す 
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 要 旨   
 肝細胞癌（HCC）は検出が遅れ、進行が早いという特徴があり、エピジェネティックの

混乱が分子的、臨床病理学的なその多様性の原因であると考えられている。メチル化状態

の脱制御、いかにそれが病気の進行に関与するかをより理解することは、HCC の早期検出

とより良い治療決定に役立つと思われる。筆者らは、30 例の HCC 腫瘍とその周囲組織に

おけるプロモーター領域のメチル化の変化の特徴を明らかにし、主要な危険因子（HBV、

HCV、アルコール摂取）、腫瘍の進行状態に関連したメチル化の特徴を同定した。Illumina 
bead array 技術を用いて癌に関連した遺伝子のプロモーター領域を調べ、臨床病理学的な

パラメーターを分類するために CpG サイトを決定した。独立した一連の HCC 腫瘍と対応

した周囲組織を用いて解析を行い、HCC におけるメチル化の特徴を確認した。これによっ

て、HCC と周囲組織、HCC と他の腫瘍タイプを識別できた。独立したプロモーターのサ

ブセットのメチル化の異常は腫瘍の進行と病因（HBV、HCV、アルコール摂取）に関連が

あった。また、遺伝子のプロモーターの異なったメチル化は癌治療後の生存と強い相関が

あった。 
 
 
 
 
 

 




